
日本文理大学校友会表彰規程 

 
（目的） 

第１条 この規程は、日本文理大学校友会（以下「本会」という。）会員の社会的な功績

を称え、本学及び本会の名誉を高めたことを顕彰することを目的とする。 

（適用の範囲及び時期） 
第２条 この規程を適用する会員とは、本会会員及びファミリー会員（以下「会員」とい

う。）とする。 

２ この規程を適用する時期は、事由が発生してから３年以内とする。ただし会長が認め

た場合にはこの限りではない。 

（種類） 
第３条 表彰金の種類は次の通りとする。 

（１）褒章・就任等祝金 
（届出義務等） 
第４条 会員がこの規程により表彰金を受けようとするときは、それを証明する書類等を

添付または提示しなければならない。 
２ 前項の規定は本会関係者からの報告等をもってあてることができる。 

（表彰金） 
第５条 会員が褒章を授与された場合、または企業の代表へ就任等の場合は、褒章・就任等

祝金を支給する。 

２ 褒章は、天皇または国家元首等より授与された事実が確認されるものを対象とする。 
３ 就任は、地方自治体の首長の当選または就任と、株式公開のある企業の代表就任を対象

とする。 
４ 前項の規定による事実は、マスメディアの報道および企業等のプレスリリース、官報を

もって確認できるものとする。 
５ 第２項および第３項の対象者への支給額は、本会会計責任者及び会長の合議により決

定し支給する。 

６ 前項の規定により、褒章・就任等祝金は 50,000 円を限度とする。ただし個人に対して

重複は妨げない。 

７ 対象者該当会員からの請求が無い場合、事務局において事実関係を確認の上、会長の決

裁をもって支給することがある。 
８ 前項の支給においては、祝電・物品等の送付に替えることがある。 

（会長の決裁） 
第６条 その他この規程に定めるもののほか、本学及び本会の名誉向上に資する事案で、会



長が必要であると認めた場合は、支給することができる。 
（規程の改廃） 
第７条 この規程の改廃は、役員会の承認を経なければならない。 

 
附則 

 この規程は、令和元年６月８日から施行する。 
 この規程は、令和３年６月５日より施行する。 
この規程は、令和８年６月６日より施行する。  


